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CiC 型
平成 26 年度開始

平成 26 年度開始

平成 27 年度開始

平成 27 年度開始

平成 27 年度開始

平成 28 年度開始
筑波大学では、教育研究機能の強化を推進するため、海外

の著名な大学又は研究機関の研究者を含めた研究室を招致

する「海外教育研究ユニット招致制度」において、現在６

ユニットを招致しています。

これまで、各ユニットの教育研究に係る取組については、

Tsukuba Global Science Week 等のシンポジウムにおい

て個別に発信してきておりましたが、今回の報告会では、

全ユニットが一堂に会して取組成果等を報告するとともに、

これを学内外に発信することで、海外教育研究ユニット招

致の一層の推進を図ることを目的としています。

つくばエクスプレス「つくば」駅下車後、６番バス乗り場から「筑波大学中央」行、「筑波大学循環（右回り）」、
「筑波大学循環（左回り）」のいずれかのバスに乗車し、「第１エリア前」又は「大学公園」で下車してください。

次 第
時　間 ユニット名／発表タイトル 発表者

14:30 ～ 14:35

14:35 ～ 14:40

14:40 ～ 15:05

15:05 ～ 15:30

15:30 ～ 15:55

15:55 ～ 16:20

16:20 ～ 16:45

16:45 ～ 17:10

17:10 ～ 17:15

開会挨拶 三明康郎
副学長（研究担当）

学長挨拶
永田恭介

Finding Wisdom in Indian and Buddhist Intellectual Traditions through 
Philological, Historical, Philosophical, and Digital Approaches

吉水千鶴子 
人文社会系･教授（世話人教員）

ハンブルグ大学アジア・アフリカ研究所インド学チベット学研究室

In vitro selection for macrocyclic peptides that regulate tumorigenesis
Christopher Hipolito
医学医療系･助教（副 PI）

ライデン大学メディカルセンター分子細胞生物学研究室

Activity of the Center for Materials Crystallography Aarhus University 
Laboratory in Faculty of Pure and Applied Sciences.

Venkatesha Rama Hathwar
数理物質系･助教（副 PI）

オーフス大学材料結晶学研究室

西堀英治
数理物質系･教授（世話人教員）

( プリマス大学）海洋酸化性・国際海洋フィールド学研究室

The impacts of ocean acidification from an international research 
collaboration at Shikine-Island station

稲葉一男
生命環境系･教授（世話人教員）

Benjamin Harvey
生命環境系･助教（副 PI）

グルノーブル大学とのダブルディグリープログラム推進
Double degree program and research collaboration with University of 
Grenoble Alpes

黒田眞司 
数理物質系･教授（世話人教員）

（UC アーバイン）Global Research Initiative for Sport Neuroscience 
Advanced Research Initiative
Global Research Initiative for Sports Neuroscience Byun Kyeongho

体育系･助教（副 PI）

閉会挨拶 伊藤　眞
 副学長（教育担当）

進行︓池田 潤 学長補佐室長

会 場

概 要

征矢英昭
体育系･教授、ARIHHP センター長（世話人教員）

学長

※発表時間には質疑応答の時間も含みます。
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